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応用分野；バイオマス糖化酵素、バイオマスエネルギー 
タンパク質－糖相互作用、糖質の検出 
分子間相互作用 

 効率的な『バイオマス分解』酵素を〝CREATE〝する 

 タンパク質-糖 相互作用 

糖質結合モジュール 
（CBM※） 

バイオマス分解酵素 
（Enz） 

endo型 

exo型 

人工的にEnz-CBMを組合せた
新規酵素を作製 

NEW 

バイオマスに酵素を集積させることにより
効率よくバイオマス分解が可能になる 

；CBMタンパク質 
；Trp ；セロビオース 

≪CBMとセロビースの相互作用≫ 

I. 可溶性基質に対する親和力の測定 

I. 不溶性基質に対する親和力の測定 

ラングミュア等温式 

固体表面との親和力しか 
計算できない 

⇒等温滴定熱量計を用いて測定 

 ΔＧ＝ΔＨ-ＴΔＳ 

⇒あらゆる分子の相互作用解析に応用可能 

DNA 

DNA結合 
タンパク質 

リガンド 

受容体 
タンパク質 

 

医薬品のデザイン 

酵素kinetics 

など・・・ 

≪応用例≫ 

 CBMの認識部位の差異 

※CBM；Carbohydrates Binding Module 

CBM28 

CBM17 

CFP 

BFP 

CBM17 

CBM28 
いずれもセルロースに結合する 

細胞壁結合部位が異なる！ 

 ΔHが大きいほど結合が特異的 

 微小な発熱でも検出可能 

ＣＢＭと基質との相互作用を解明し、
効率よいバイオマス分解を目指す。 

（２サイトモデル） 


